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問　元町東バス停が国土交通省より交通安全上
問題と思われる停留所に判定された理由と、そ
の対策は。
答　バス停車時、横断歩道の前後５メートルの
範囲に車体がかかる停留所として判定されまし
た。対策として、運行事業者が飛び出し注意等
の注意喚起を掲示しており、根本的な解決は、
今後運行事業者と検討したいと考えています。
問　バス停の近くに駐輪場を整備する考えは。
答　路線バス利用に係る駐輪場整備は、利便性
の観点から運行事業者が設置するものと考えて
おり、今後、駐輪場の確保を働きかけるとともに、
相談等があれば支援を検討します。

問　訪問介護事業所の人手不足等が全国的に問
題となっているが、当市の現状は。
答　市内全17か所の事業所において、必要な
介護サービスの量が確保されており、サービス
の利用を制限される状況ではありません。

問　ＰＦＡＳ（有機フッ素化合物）の水質検査
を行う考えは。
答　令和５年10月に国からのＰＦＡＳ濃度把
握のための検査実施を求める通知を受け、市で
は、同年11月、検出のおそれのある全ての水
道水源８か所の水質検査を行いました。いずれ
も定量下限値未満であり、安全性が確認できま
した。

問　（仮称）惣辺奥瀬風力発電事業におけるゾ
ーニングについて、市の考えは。
答　現在県では、新たな条例制定や自然保護な
どの考え方を見える化するためのゾーニングに
ついて検討中であり、県の検討状況を注視し、
進捗を見守っていきたいと考えています。

問　ふるさと納税寄附を旅行先で行える旅先納
税は、現地で決済ができ、その場ですぐに宿泊
施設や飲食店等で使える電子ギフト等が返礼品
として受け取れるため、観光客や出張に来た
方々に有効な手段と思うが、導入の考えは。　
答　寄附者の利便性が高く寄附につながりやす
い有効な手段であることから、今年秋の開始に
向けて準備を進めています。市では、こうした
納税寄附ができる手段を増やすことで、寄附額
の増加と観光消費への波及効果を高めていきた
いと考えています。
問　親へのプレゼントなどのために住宅リフォ
ームを返礼品に加えては。
答　住宅リフォームを返礼品として登録するこ
とは、総務省で示す一定の要件の下、可能であ
ると認識しています。今後、返礼品募集の説明
会などを通じて、住宅リフォームを行う事業者
へ返礼品登録に向け働きかけをしていきたいと
考えています。
問　寄附金の使い道を市民から公募する考えは。
答　市では、地域資源のブランド力向上や子育
て環境の充実など10項目の使途を明示し、寄
附者が使途項目を選択することにより事業への
活用を図っています。現在のところ、使途を市
民から公募する考えはありませんが、福井県坂
井市で実施している寄附市民参画制度は、市民
から寄附金の使い道を公募する全国で唯一の取
組であり、今後の展開や動向を注視していきた
いと考えています。
問　返礼品のアイデアを市民から公募する考え
は。
答　返礼品の掘り起こしを行う際の手段の一つ
になるため、今後、広報などで募集したいと考
えています。
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問　地元関係者の尽力により令和６年５月に環
境省等から認定を受けた奥入瀬渓流エコツーリ
ズム推進全体構想により、地域に根づく自然や
文化の価値を守りながら、その魅力を観光振興
として有効に活用する取組につなげてほしいと
考えるが、期待される効果は。
答　本構想は東北初の認定となり、当エリアの
ブランド力向上や、国においても積極的に周知
することで集客力向上が期待されることから、
観光客や地域住民、事業者などに広く周知し、
理解が深まるよう取り組みたいと考えています。
問　令和６年３月、国から示されたガイドツア
ーの観光客輸送の規制緩和に関するガイドライ
ンに対する市の対応は。
答　ガイド事業者が個人車両でツアー参加者の
送迎を行う場合、道路運送法上の許可が不要と
なったことから、本格的な観光シーズン前に、
観光事業者等を対象に、実施条件や注意事項等
に関する研修会を開催したいと考えています。

問　第一中学校の移転作業の実施状況は。
答　令和５年11月末から令和６年３月末にか
けて引っ越し作業を計５回実施し、業者委託も
活用しつつ、滞りなく完了しました。
問　第一中学校の運動場を整備する考えは。
答　運動会開催前に転圧をかけて対応しました
が、他校に比べ行き届いていない面はあると考
えており、教育活動に影響がないよう対応した
いと考えています。
問　小中学校運動場からの土ぼこりに対し、保
護者や近隣住民から苦情はないか。
答　市街地に立地する学校を中心に、年１、２
件の苦情等があり、学校において水まきや防塵
剤の散布により対応しています。

問　高齢者人口が増える中、家の近くで買物が
できることへのニーズは高まっていると思うが、
過去３年間の移動販売業者数の推移は。
答　下表のとおり。　　　　　　（単位：事業者）

問　移動販売事業に対する市の考えは。
答　市街地まで買物に行くことが困難な高齢者
にとって移動販売は今後も必要であり、重要な
生活支援サービスであると認識しています。引
き続き民間事業者の情報を収集し、実施事業者
を掲載した生活支援情報誌「ぐれっと」による
市民への情報提供に努めたいと考えています。

問　スポーツ少年団の団体数と団員数の推移は。
答　下表のとおり。

問　スポーツ少年団に対する市の取組は。
答　市スポーツ少年団本部に対し、活動を支援
するための補助金を交付しています。市スポー
ツ少年団本部では、スポーツ少年団が所管する
県大会以上の大会参加料や、指導者の資格取得
のための講習会受講料等の支援を行っています。
問　団員数拡大に向けて、募集案内等の掲示場
所を提供する考えは。
答　学校や市の施設への掲示は快く進めていき
たいと考えています。
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